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副支部長挨拶 
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JA北海道厚生連 倶知安厚生病院 

         中田 友紀 

 日頃より北海道看護協会後志支部の活動にご理解とご支援を頂き、感謝申し上げます。 

 医療現場の皆様におかれましては、依然影響を続けている新型コロナウイルス感染症へ

の対応に、日夜ご苦労されていることと存じます。また、ウクライナ情勢なども相まって物

価高騰による生活のしにくさも、在宅療養をはじめとする医療現場に少なからず影響して

いると感じております。 

 そのような社会情勢の中、高齢化や労働力の減少、診療報酬改定などを背景に、年々医

療・介護の現場が病院から在宅へとシフトしています。私たち看護職は、より一層多様な

働き方を求められ、適度な距離感を保ちつつも地域とのつながりを持った看護活動が求

められています。 

 今年度の支部活動においても、各委員会が企画した Web による研修や本誌「羊蹄」の

発行を通じて、後志地域の会員の皆様に情報交換の場や看護職の活動をお伝えする機会

となるよう活動してまいりました。各研修会には３０名前後の参加があり、グループワーク

などを組み込んで有意義な意見交換を行うこともできました。 

これからも地域のさまざまな現場で働く看護職の方の、次の頑張りにつながるような

支部活動に努めてまいりたいと思います。 

 

会員のみなさまには、今後とも支部活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 



施設紹介リレー第３回 JA北海道厚生連 倶知安厚生病院 

当院はウィンターリゾートで世界的に有名なニセコエリアの基幹病院です。倶知安町、ニセコ町を含めた羊蹄山麓 7

ケ町村の救急医療、周産期医療、各専門科による医療を提供しております。高齢化が進展している中、総合診療科の充

実により地域医療ビジョンを見据えた医療の提供も行い、訪問診療や訪問看護等も積極的に行っております。 冬期間

は外国人を含めた多くの旅行者が訪れるのも当院の特徴です。 

冬季は英語の通訳（コロナ以前は中国語も含め最大５名）を配置しており、患者さんな

らびに病院スタッフも安心して円滑に診療ができます。外来・病棟の看護師も英語対応

ができるスタッフはいますが、英語が話せなくてもお互いにスマートフォンのアプリなど

を使用して問題なく交流しています。 

新人職員の研修風景 

 北海道厚生連では、日本看護協会「看護師クリニカルラダー」を基本としたキャリア開発ラダーを運用しており、当院

でも毎年ラダー研修を企画実施しています。先日行われたラダーⅠ新人職員研修は、ラダーⅢ以上のスタッフが講師

となり手順を踏まえたうえで、知識と経験に基づいた指導を行っています。新人スタッフも熱心に耳を傾け、研修後も

積極的に病棟の先輩に質問する姿もみられました。今後の成長が楽しみです。 

 今年度、診療報酬改定により新設された「看護補助体制充実加算」によりそれぞれの職種を理解し、専門性の発揮な

らびにチーム医療推進のための研修も行われています。研修は電子カルテ内の病院 e ラーニングシステムと学研ナー

シングの e ラーニングを活用し、感染対策を講じた中で行われています。看護職員と看護補助者とのタスクシェアリン

グ・協働推進のために日々頑張っています。 

病院周辺は美しい自然に囲まれています。アクティビティはもちろんのこと、おしゃれなレストランやカフェもたくさん

あり、素晴らしい環境に包まれながら休日は充実した時間を過ごして、日頃の疲れを癒しています。 



編集作業をしている12月になって急に寝雪になりました。冬到来で、次の干支も近づき1年って早いですね。
2023年はコロナから解放されて活動範囲が広がり、元気な1年になることを心より願います。 （委員長 清水田 幸子）

コロナウイルス感染症がいつ終息するかみえない中での活動として、今年度は2回の機関誌発行ができました。
冬号では施設紹介・委員会紹介のお届けです。お楽しみいただけると幸いです。 （委員 阿部 真弓）

今回の当院の紹介文章を作成するにあたり、たくさんの方にご指導頂き感謝の気持ちでいっぱいです。
今後も皆様に楽しんで頂けるよう努めていきたいです。 （委員 川口 知里）

編集後記 働き続けられる職場づくり推進委員会

看護師職能委員会活動紹介

看護師職能委員長 浅井 結花

後志支部看護師職能委員会では、「地域において他施設の看護職との連携を図り、
専門性を発揮し働けるよう支援する」の目標の基、活動しています。
今年度は、令和4年8月27日(土)に、JA北海道厚生連 倶知安厚生病院、認知症
看護認定看護師 大井チエミ氏をご講師に「認知症ケア研修」をZoom開催致し
ました。研修会には21名の看護師、保健師がご参加下さいました。
研修会では、「認知症の基礎知識」「認知症患者様への対応方法」など事例を交
えながら講演して頂きました。参加者からは「わかりやすい講義でした」
「認知症について改めて学ぶ機会に なりました」「明日から実践で行えそう」
といったたくさんの感想を頂く事ができました。

今回、研修会を開催するにあたり、ご協力下さいましたご講師の
先生、支部役員の方々、研修会にご参加下さいました皆様に深く
感謝致します。

保健師職能委員会活動紹介

保健師職能委員長 渡邉 康子

保健師職能委員会は助産師職能委員会と合同で委員会を開催し、研修会も合同で開催しています。
今年度の事業としては、Zoomで委員会を開催して話し合い、現在、講師の方と調整しているところです。
昨年の研修参加者のアンケートから母子保健についてのニーズが高いことと参加者のリフレッシュを兼ねて、
妊産婦ケアについての講義とセルフケアの実技についての研修会をZoomで開催する予定です。
保健師職能委員会としては、会員及び入会している町村（行政機関）が少ないことが、全国的な傾向と同様、
悩みの種ではありますが、会員以外の方にも研修会を広く周知し日本看護協会等で作成しているチラシ等を
活用して今年度は、研修参加者に配布し活動の普及啓発も実施していきたいと考えています。
皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。

委員長
岩内保健所 渡邉
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